
 

 

出雲市中小企業振興モデル事業の事業経過について 

 

 

モデル事業名 

１．神門通りうさぎプロジェクト             P１ 

２．斐川特産協会                    P２ 

３．空き家再生ＷＧ                    P３ 

４．IT による生産性向上ＷＧ               P５ 

５．『出雲ＳＴＹＬＥ』ブランド開発グループ       P６ 

６．出雲市内資金循環促進ワーキンググループ       P７ 

７．神門通りご縁社会推進ＥＣメンバーズ              P８ 

８．多伎元気プロジェクト                P９ 

９．飲食ＤＸプロジェクト                P１０ 

資料３ 
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ＷＧ名 神門通りうさぎプロジェクト 

ＷＧ構成員 
影山商事株式会社 顧問 田邊 達也(神門通りおもてなし協同組合）

他３名 

モデル事業名 ブランディングによる商店街振興の仕組みづくり 

事業概要 

 出雲神話に縁の深い「うさぎ」を新たなコンテンツとしてブラン

ド化し、街歩きを促進する関連グッズを開発・販売することにより、

商店街の自主財源を確保する収益モデルを構築する。 

３年間の 

事業総括 

・定期的な企画会議の開催により、次世代の若手事業者の意識向上

と人材育成につなげることができた。 

・オリジナル商品の開発により、自己財源を確保し、次の計画の原

資とする基盤をつくることができた。 

・スタンプラリー等イベントの企画により、商店街周遊の仕組みを 

つくることができた。 

令和６年度 

事業経過 

・手帖のデザイン等の刷新を令和７年４月に予定している。 

・新規キャラクターとして「うさみ」ちゃんをデザインし、今後、

グッズやお菓子などのパッケージに掲載していく予定。 

・令和６年４月からは神門通り限定の軟水の「おもてなすぃ」を販

売しており、出荷量も想定以上である。 

・例年、出雲高校の１年生と連携し、高校生にグッズ案を考えても

らい、中浦食品に作成をしてもらうという取り組みを継続してい

る。 

・うさぎモニュメントは現在１０羽以上あり、今後も増やしていく

方針。 

今後の課題 

・「うさみ」ちゃんなどのキャラクターの知名度向上のため SNS な

どで PR や商品の販促をしていく必要がある。 

・販売戦略として駅伝とのコラボなどができないか検討している。 

事業費 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 
合計 

８４０千円 ４５５千円 ７００千円 １，９９５千円 
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ＷＧ名 斐川特産協会 

ＷＧ構成員 
有限会社宍道湖   取締役 原 秀則 

株式会社特産ひかわ 代表取締役 金築 豊 

モデル事業名 地域の特産品を活用した出雲ブランドの確立 

事業概要 
生産者の共同及び道の駅との連携により、文化・歴史・観光・宿泊等

と関連づけた特産品の商品販売力や情報発信力の強化を図る。 

２年間の 

事業総括 

複数の地域資源のコラボ商品の開発等により、出雲ブランド特産品 

の商品力強化を図るといった今後の可能性を導き出せた。YouTube の 

活用を検討し、斐川地域のマスコットキャラクター「ひぃばぁちゃ 

ん」をデジタルコンテンツとして斐川地域の特産品 PR を行い、新た 

な手段で強化していける可能性を見いだせた。 

令和３年度からはモデル事業としてではなく、斐川特産協会の独自 

事業として取り組む。 

令和６年度 

事業経過 
その後、特に事業等は実施していない。 

今後の課題  

事業費 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 
合計 

９５０千円 ４７８千円 － 千円 １，４２８千円 
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ＷＧ名 空き家再生 WG 

ＷＧ構成員 有限会社伊藤製材所 専務 伊藤 晃章 他２名 

モデル事業名 空き家利活用による移住・定住の促進とビジネスユースの拡大 

事業概要 

市民参加型のワークショップや居住及び商業利用の希望者を対象と 

したモニターツアーを実施し、空き家活用のニーズの掘り起こしを

行う。また、空き家の効率的な利活用に向けた仕組みを構築し、新規

創業や移住・定住の促進を図る。 

３年間の 

事業総括 

・改修した空き家は全て利活用が決まった。地域住民と共同で改修

することで、地域との連帯感が生まれた。 

・クラウドファンディングは、58 人から 597,500 円の支援があっ

た。Instagram「すずかけ荘」アカウントのフォロワーを 145 人

（12/9 現在）獲得し、認知度が上昇傾向にある。 

・平田商工会議所主導により、ひらた空き家再生舎、平田高校、一 

畑電車、地元町内会等が参画する「平田駅前旧角好古堂改修施設 

支援連絡協議会」が設立され、「すずかけ荘」のオープンスペー 

ス活用支援、シェアハウス運営支援、地元との調整の体制が整っ 

てきている。 

・本事業ではボランティアにより空き家改修をしたが、今後は地元

工務店や職人の受注に繋がるスキームを検討する。 

令和６年度 

事業経過 

空き家利活用モデル活用第一段「すずかけ荘」の状況 

・多目的スペースの利用状況 

 補助金により整備された無料開放の多目的スペースは、地域住民

に広く利用される場として定着し、現在は月 200 人を超える利用

者を安定的に記録している。 

 特筆すべきは、平田高校の生徒による自主管理の体制が構築され

ている点であり、若者の主体的な関りが生まれていること。ま

た、高校生と 20 代の若者による自主企画イベントも継続的に開

催されており、世代間交流と地域への愛着の醸成に寄与してい

る。 

 更に、地域内外の方を対象としたビジネスユースの利用（打合

せ・コワーキング等）も徐々に増加傾向にあり、多様な層に対応

できる場として発展している。 

 

空き家利活用モデル第二段「民泊」の開始 

・地域振興の一環として、空き家を活用した民泊事業をスタートさ

せた。地域住民や移住希望者との関係人口の創出、観光・滞在ニ

ーズへの対応として、今後の展開が期待されるとともに、地域全

体の空き家利活用の推進にとって、遊休資産を地域資源へと転換

する好事例となっている。 



4 

今後の課題 

今後も若者世代を中心とした地域の担い手づくりを軸とした多世代

が集い活動できる拠点づくりを図り、空き家の利活用を通じて持続

可能な地域づくりへの取り組みを強化したい。 

商業、移住用の空き家利用のニーズは高まっており、商工会議所や

地域不動産業への問合せは増えているが、物件の数が不足している

状況のため、商工会議所定住促進委員会と連携し、自治協会等の協

力を得ながら平田地域の空き家の掘り起こし・全件調査を計画して

いる。 

事業費 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 
合計 

１２０千円 ３００千円 ３００千円 ７２０千円 
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ＷＧ名 IT による生産性向上 WG 

ＷＧ構成員 有限会社田中豆富店 代表 田中 章一 他３名 

モデル事業名 
生産現場における動画による作業改善 IT ツールを活用した生産性

向上事業 

事業概要 
 生産現場において動画による作業改善 IT ツールを活用し、現場

作業の改善、生産性向上に向けた検討を行う。 

３年間の 

事業総括 

・ベテラン従業員と若手従業員の比較、作業工程分割、作業分析に

より、今まで気が付かなかった微細な差異を発見できた。 

・動画を使用したミーティングにより、従業員間で積極的な意見交

換がなされるようになった。 

・動画を通じて、従業員が自ら業務改善する意識が芽生えた。 

・担当外業務を学習する環境ができ、従業員の多能工化が進んだ。 

・業務が代替可能となったことで、休暇取得がしやすくなるなど、

職場改善の契機となった。 

・今後は、定期的な事例発表会開催や、ツールと併せた業務改善マ

ニュアルの提供により、他の事業者へ横展開を図っていく。 

令和６年度 

事業経過 

・事業終了後に、モデル事業参加企業より作業改善 IT ツールの 

操作及び作業検証方法などへの要望意見をフィードバックし、 

ツールのブラッシュアップに努めた。 

・作業改善 IT ツールを活用した現場作業の改善、生産性向上を 

 市内製造業やサービス業を中心に横展開すべく、企業訪問を実 

施した。 

・一方では、横展開の拡大を加速させるため市内商工団体の経営 

 指導員向けの作業改善 IT ツールの勉強会の開催を検討した。 

今後の課題 

・今後、市内製造業及びサービス業の人手不足解消の一助になる 

 べく、まずはこのツールの存在を知っていただくことが必要で 

 あると感じている。 

事業費 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 
合計 

６６０千円 ６７０千円 ６８４千円 ２，０１４千円 

 

 

 

 

 



6 

ＷＧ名 『出雲 STYLE』ブランド開発グループ 

ＷＧ構成員 松井(株) grappino 店長 原田 幹也 他２名 

モデル事業名 出雲スタイルブランド開発グループ 

事業概要 

 これまであまり知られていなかった地元の魅力ある商品をジャン

ルを超えて開拓し、「出雲スタイル」としてワンブランド化及び商品

のブラッシュアップを図る。ブランド認知度の向上により、地元商

品を地元で購入・消費する流れを構築するとともに、ブランドを活

用した各事業者の販路や事業の拡大につなげる。 

３年間の 

事業総括 

・「出雲のくらし」を表すコンセプトを確立し、ブランド化するこ

とができた。 

・ターゲットとする若い女性目線、県外への販路拡大を視野に入れ

た商品・販売方法を定めることができた。 

・コンセプトと連動したデザイン、「出雲のくらし」イメージ動画の

作成・配信により、今後の展開を見据え準備することができた。 

令和６年度 

事業経過 

・ブランドデザインが山陰広告賞 2024 デザイン部門金賞を受賞し

ブランドの認知度を上げることができた。 

・インスタグラムやエックスのアカウント開設、HP でのブログによ

り幅広い層への情報発信を行った。結果として島根県外のお客様

へオンラインでの販売が増加した。 

 

 

 

 

今後の課題 

・イズモトリコブランドとしてのオリジナル商品開発。 

・更なるブランド認知度のアップ。 

・売上アップにより市内仕入先企業様の売上への貢献。 

事業費 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 
合計 

８２２千円 ２１０千円 ９０１千円 １，９２４千円 
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ＷＧ名 出雲市内資金循環促進ワーキンググループ 

ＷＧ構成員 (株)田中種苗 代表取締役 田中 充 他３名 

モデル事業名 持続的な出雲市内における資金循環型経済圏域創造事業 

事業概要 

 市外への資金流出を防ぐため、地元小売店でできるだけ買い物が

完結できる仕組づくりを検討していく。地元の消費者に付加価値（メ

リット） を提供するための手法の検討や消費者目線での現状分析に

基づいた新たなビジネススタイルの考察などを通じ、市内で資金が

循環する経済モデルの創造に取り組む。 

３年間の 

事業総括 

・コーディネーターを招いた勉強会により、持続的な市内資金循環

の理解を深めることができた。 

・実証事業の実施により、市内資金循環の現状の一部を知ることが

でき、地域経済の将来像を見出すことができた。 

・ともに実証事業に取り組むなかで、商工団体や金融機関、マスコ 

ミなど幅広い分野で関係人口を増やすことができた。 

令和６年度 

事業経過 

ワーキンググループで市内資金循環の理解を深め、地域活性化につ 

いて商工会議所、行政等と協議を行い、令和６年度から実施してい 

ただいている、いずも縁結びＰＡＹの取組みにつながったと考えて 

いる。 

今後の課題 

商工会議所、山陰合同銀行、山陰パナソニック、行政等といずも縁 

結びＰＡＹの運営協議会を作っていただき、ともに地域を支えてい 

きたいと考えている。 

事業費 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 
合計 

３３２千円 ３６０千円 １，０００千円 １，６９２千円 
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ＷＧ名 神門通りご縁社会推進 EC メンバーズ 

ＷＧ構成員 (株)出雲ファクトリー 代表取締役 多々納 光教 他２名 

モデル事業名 
Together Izumo～インターネット通販におけるご縁の國出雲モデル

確立事業 

事業概要 

 今般のコロナ禍に対応すべく、出雲ブランドを活用したインター

ネット通販という新たな販売チャネルを構築する。「出雲大社」「縁

結び」「神話」などのイメージを活かした出雲らしさの演出や IT の

活用に不慣れな事業者（取扱：２７社 １１８商品、内自社 EC サイ

ト無し事業者１５社）の参画を支援する体制を構築し、出雲の魅力

ある商品の売上拡大を図る。また、宿泊・体験・飲食をセットにして

販売するなど、「モノ」に加えて「コト」を取り扱うことで、サイト

の魅力アップと出雲らしい着地型観光を推進する。 

令和３年度 

事業成果 

・ターゲットをギフト需要者に絞り、ターゲットを明確にしたサイ 

トとすることで、閲覧回数を増やすことができた。 

・サイトの機能の向上により、消費者が購入しやすいサイトにする 

 ことができた。 

・商店街に親しみを持ってもらえる動画を投稿したことで、動画サ 

イトを開設した１１月後半から、売上が増加した。 

・期間限定の新セット商品は、目標販売数に達し、完売した。 

令和６年度 

事業経過 

・母の日などの催事に併せて特集を組み、商品セットなどを企画

し、掲載していた。 

・PR を目的としており、神門通りの店舗からのオファーを受けなが

ら掲載をしていた。 

・コロナ禍で始めた事業であり、おかげさまで観光客も戻ってき

た。この事業はボランティアスタッフで運営を行っていたが、オ

ペレーションが難しく、令和７年３月３１日に出雲ギフトを閉鎖

した。ただ、この事業をきっかけに５社が自社サイトを立ち上

げ、自立されたので役目は果たせたかと考えている。また、出雲

ギフトは閉鎖したが、おもてなし協同組合のホームページで季節

の商品（そば等）は販売を行っていく予定である。 

事業費 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 
令和４年度 

－ 
合計 

１，０００千円 ６００千円 － 千円 １，６００千円 
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ＷＧ名 多伎元気プロジェクト 

ＷＧ構成員 (株)多伎振興 常務取締役 杉谷 伸二 他４名 

モデル事業名 多伎元気プロジェクト 

事業概要 

 令和６年に山陰道「出雲～多伎」間が開通すると、これまで多伎

に立ち寄っていた人々が、多伎を通過してしまい、地域産業が衰退

する事態を懸念している。この状態を打破するため、「地域の連携・

名所の再発掘」「効果的な PR 方法」「資金循環のための商品づくり」

を実践する。特産品をはじめとする多伎の地域資源を活用して、山

陰道開通後も目的地となるように、多伎町をリデザインすること

で、地域コミュニティ及び地域経済を活性化する。 

２年間の 

事業総括 

・多伎町とフィンランドのつながりや「トントゥ」の物語を通し

て多伎町の新たな魅力をＰＲすることができた。 

・関連商品の作成により、「トントゥ」の認知度向上を図るととも

に、自主財源確保の基盤を整えることができた。 

・事業に関する資金管理やキャラクター使用に関して、多伎元気な

会に引き継ぐ方針が定まり、継続的に事業を行う体制づくりがで

きた。 

令和６年度 

事業経過 

・補助事業で作成した商品「一筆箋・シール・エコバッグ・クリ

アファイル」「トントゥークッキー」「トントゥーサウナハッ

ト」「トントゥーサウナタオル」は継続販売中 

・オートバイ神社設置に併せ新商品の作成・販売 

「トントゥーキーホルダー」・「トントゥーステッカー5種」 

「トントゥー絵馬」「トントゥーアクリルキーホルダー」 

「トントゥー缶バッチ 3種」 

・毎月開催する「海辺の朝市」チラシや道の駅で開催するイベン

トチラシで案内キャラクターとしてトントゥーイラスト使用 

・道の駅敷地内に設置している看板類にキャラクターを使用 

・グループＨＰのマスコットキャラクターとして使用 

・道の駅駅舎に「隠れトントゥー」を配置 

・トントゥーオブジェは、インスタ映えスポットとして定着しつ

つある。 

今後の課題 

・「資金循環のための商品づくり」は順調にアイテム数を増やし、

着実に成果に結びついている。 

・トントゥーの存在を通じて、交流人口が増加し、地域の人々や

訪れた立寄り客自らが人に話したくなる存在感にすること。 

事業費 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 
合計 

１５２千円 ９７６千円 １，１２８千円 
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ＷＧ名 飲食ＤＸプロジェクト 

ＷＧ構成員 (株)エクスブレイン 代表取締役 松尾 貴久 他１名 

モデル事業名 飲食店×ＤＸ 

事業概要 

 コロナ禍により各業界が経済的ダメージを被ったが、中でも飲食

業界への影響は顕著である。新しい生活様式を考慮しつつ、飲食店

を利用してもらう仕組みを作る。 

２年間の 

事業総括 

・リアルタイムの空室状況配信により、空きが発生しがちであっ

た平日夜の個室予約増加につながった。 

・上記機能の運用により、オペレーションや情報発信について課

題発見・改善することができた。 

・システム構築に際し従業員と意見交換したことで、現場において

現実的なオペレーションの在り方を再確認することができた。 

令和６年度 

事業経過 

・ベースとして簡易なシステム及び操作ができるため、バイトな

ど流動的な雇用人員にもすぐにレクチャーができた。 

・簡易操作であるも重複事故が起きぬよう 2名体制でシステム設

定時の確認を徹底した。 

・以上により、取扱の落とし込みが引き続き出来ている。 

・前年度までは個室の空席発信を行っていたが、今後に関しては

個室ではないテーブル席やカウンター席の発信を検討する必要

あり。 

今後の課題 

・平日でも個室の稼働が 90％以上あるため、個室限定の集客では

システム効果が意味をなさないものになってきている。 

・オープン時点で個室に空きがあったとしても、間もなくして予

約なしで来店されるお客様で個室が埋まってしまい、システム

発信するに至らない。 

・当該システムはコロナ禍で当日の来店需要を確保するための施

策であったため、現状の客入状況と照らし合わせるとミスマッ

チが生じてきている。 

・現況にあった活用方法をするためには個室以外の活用を検討す

る必要がある。 

・一方で人手不足が顕著になってきているため、常に満席を目指

すことが難しくなってきた側面もある。横展開を考えた場合も

同様。 

・今後の有効活用するための策として、「対象席の拡張」「飲食オ

ペレーション簡素化」「シフトバランスで発信する日を予め計

画」などの対策が必要となった。 

事業費 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 
合計 

０千円 １，０００千円 １，０００千円 

 


